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2025年12月24日 

各 位 

会 社 名  株式会社環境フレンドリーホールディングス 

代表者名  代表取締役社長 車 陸昭 

    （コード：3777、東証グロース） 

問合せ先  管理部長 中村 尚美 

    （TEL．03-6261-0081） 

 

神奈川県真鶴町との包括的連携に関する覚書（ＭＯＵ）締結のお知らせ 

 

当社は、神奈川県真鶴町（以下「真鶴町」という。）と、同町の地域特性に応じた防災力およびエネルギー

レジリエンスの向上、ならびに脱炭素化の推進を目的として、包括的連携に関する覚書（以下「ＭＯＵ」とい

う。）を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

１. 本ＭＯＵの目的 

2025 年 1 月 20 日付「新たな事業の開始に関するお知らせ」にて開示のとおり、当社は、次世代の再生可能

エネルギー分野における競争力強化を目指し、ペロブスカイト太陽電池事業を開始し、太陽光発電事業の拡大

を図っております。本事業は、脱炭素社会の実現に向けた重要な取り組みと位置付けています。 

さらに、2025 年 10 月 22 日付「ペロブスカイト太陽電池の実証導入について～神奈川県真鶴町「ＡＭＡＹ

Ａ」施設での設置完了とメディア掲載のお知らせ～」においてもお知らせのとおり、当社の子会社である株式

会社ＥＦエナジー（以下「ＥＦエナジー」という。）は、再生可能エネルギーとして注目されるペロブスカイ

ト太陽電池の社会実装を加速させるため、真鶴町において初の実証導入を完了いたしました。本実証では、真

鶴町の「海鮮屋 AMAYA」の屋根にペロブスカイト太陽電池と蓄電池による自立型電源システムを設置し、災害

時や停電時にも最低限の電力供給が可能な体制を構築しました。この実証事業を通じて、ペロブスカイト太陽

電池の有用性や可能性を地域社会に示すことができました。 

本実証導入事業を契機として、地域のレジリエンス強化や脱炭素化に向けた取り組みの重要性について双方

の認識が一致し、真鶴町との間で今回の包括的連携に関する覚書（ＭＯＵ）締結に至りました。本締結により、

当社は今後、真鶴町と協力して、防災力の向上、エネルギーレジリエンスの強化、脱炭素化の推進を進め、持

続可能で強靭な地域社会の実現に取り込んでまいります。 
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２. 本ＭＯＵの内容 

（１）防災分野における協力 

 災害時に稼働可能な非常用電源・再エネ供給システムの構築 

 避難所、病院、給水等における電力確保の検討 

 停電・断水時のリスク低減に向けた分散型エネルギーの導入 

 

 （２）ＢＣＰ（事業継続計画）体制の強化 

 町役場、公共施設、重要インフラにおけるエネルギーBCPモデルの検討・構築 

 災害時でも継続すべき業務に必要な電力供給体制の整備 

 復旧手順や優先供給体制の設計支援 

 自立型エネルギーシステムを活用した地域の機能維持 

 

 （３）脱炭素・CO₂削減の推進 

 真鶴町が目指すカーボンニュートラルへの貢献 

 公共施設・地域事業者・観光関連施設への再エネ導入可能性調査 

 CO₂削減効果の可視化・データ化モデルの構築 

 住民参加型の脱炭素啓発・普及活動の推進 

 

 （４）実証事業・普及啓発活動の推進 

 ペロブスカイト太陽電池や蓄電システムの実証事業の企画・実施 

 効果検証・データ収集・運用改善 

 住民向け説明会、教育啓発イベントの開催 

 防災対策×脱炭素×技術革新による地域モデルの創出 

 

なお、本ＭＯＵは包括的な連携方針を定めるものであり、具体的な事業内容、役割分担、費用負担等につい

ては、今後協議の上、必要に応じて個別の協定または契約を締結する予定です。また、本ＭＯＵの有効期間は

締結日より3年間とし、双方の合意により更新されることがあります。 

 

３. 日程 

（1） 契 約 締 結 日 2025年12月24日 

 

４. 今後の見通し 

本提携による2025年12月期の当社連結業績への影響は、軽微と見込んでおります。なお、本ＭＯＵは法的

拘束力を有する契約ではありませんが、本ＭＯＵに基づき、真鶴町と協議を進めながら、具体的な実証事業や

施策の検討を行ってまいります。 

今後は、具体的な事業スキームの検討を進めるとともに、必要に応じて各種契約の締結・実行へと移行して

まいります。開示すべき事項が生じた場合には、速やかに開示いたします。 

以 上 
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（参考写真） 

 

神奈川県真鶴町町長 小林 伸行（左）  

株式会社環境フレンドリーホールディングス 代表取締役社長 車 陸昭（右） 

 


